
当麻町は令和７年から小中一貫教育がスタートします

「義務教育終了時の姿」 ふるさとに誇りをもち、仲間とともに未来を切り拓く子ども

３月末をもって、当麻中学校から異動、退職する職員がお
ります。保護者、地域の皆様には大変お世話になりました。
この場をお借りしまして、転出者を紹介するとともに転出者
一同、お礼の御挨拶とさせていただきます。
大変お世話になりました。 ＊（ ）内は異動先等

深川 尚紀 教頭 在職４年 （美瑛町立美瑛東小学校）

工藤 幸恵 教諭 在職７年 （旭川市立愛宕中学校）

岡 弘和 教諭 在職８年 （旭川市立末広小学校）

穴吹 竜也 教諭 在職７年 （旭川市立東陽中学校）

冨岡 拓斗 教諭 在職６年 （退職）

林 尚輝 教諭 在職２年 （北海道教育大学附属旭川中学校）

田中 真子 支援員 在職１年（当麻町立当麻小学校）

佐藤 敦彦 学力向上外部講師 在職２年 （任用満了）

井上 彩華 時間講師 在職２月 （任用満了）

3月６日(木)、３年生の食
育講座が行われました。３年
生の卒業直前に実施するこの
講座は、４月から始まる新生
活に向け、お弁当について考
える機会になっています。今
年も、弁当の歴史から、弁当
箱の容器選び、弁当づくりの
構想と自分のこととして考え
られ、とても参考になる内容
でした。また、生徒は自分で
決めた「○○弁当」のイメー
ジをイラストに書き表した
り、仲間と交流しながら楽し
く学びました。
４月からの新生活で、弁当

を残さず食べること、作って
くれた人への感謝の気持ちを
もってほしいと思います。

食べたい弁当は何？ ３年生食育講座３年生食育講座

開拓魂 大きく羽ばたく 当中生！part11
□女子ソフトテニス部
令和６年度ウィンターカップ
全道選抜中学生インドアソフトテニス団体研修大会

3月8日(土)～9日(日)（妹背牛町）

女子団体 第３位

令和7年３月２５日

当麻町立当麻中学校

令和6年度学校通信 NO.12

令和6年度の重点目標
「基礎・基本の定着を図る」 確かな学力、挨拶、返事、適切な言葉遣い
「自 己 決 定 力 を 育 む」 自分で考え、決めて、実行し、その行動に責任をもつ

春の訪れとともに、今年度も締めくくりの時を迎えました。保護者の皆様、地域の皆様に

は、この一年間、本校の教育活動に多大なるご理解とご協力を賜りましたこと、心より感謝

申し上げます。子どもたちは、日々の学びや経験を通して成長し、多くのことを学んできま

した。そして、先日行われた卒業式では、新たな旅立ちに向かう卒業生たちに向けて、次の

ような言葉を贈りました。

卒業生たちは、これからの人生を歩んでいく中で、きっとこの三つの言葉を心に留め、自

分らしく成長していくことでしょう。そして、在校生もまた、先輩たちの姿を見て、それぞ

れの目標に向かって努力を続けていきます。

今年度も、本校の教育活動に温かいご支援をいただきましたこと、改めて御礼申し上げま

す。次年度も、子どもたちの健やかな成長を支えるために、学校・家庭・地域が連携しなが

ら、より良い学びの場を築いてまいりたいと存じます。今後とも変わらぬご支援、ご協力を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

卒業するにあたり、三つのことをお話しします。

一つ目は、失敗を恐れず、成長し続けることです。

これからの人生では、新しい出会いや挑戦がある一方で、時には壁にぶつかることも

あるでしょう。しかし、失敗は決して恥ずかしいものではありません。困難に直面した

ときこそ、それを成長のための貴重な学びの機会とすることが重要です。

成長し続けるためには、自分の限界を決めず、新しいことに好奇心をもち続けること

が大切です。たとえ小さな一歩でも、それを積み重ねることで、やがて大きな成長へと

つながります。

二つ目は、感謝の気持ちをもつことです。

皆さんは、今日まで家族、友人、先生、そして地域の皆さんなどに支えられてきまし

た。多くの方々の支えと励ましがあったからこそ、今日この日を迎えられています。

これから新しい環境に進む皆さんにとって、周囲の人々への感謝を忘れないことはと

ても大切です。その気持ちを言葉や行動で伝えることで、互いに信頼し合える関係を築

いていくことができるでしょう。

三つ目は、多様性を受け入れる心を育むことです。

これから皆さんは、さまざまな価値観や考え方をもつ人たちと出会い、ともに学び、

働くことになるでしょう。ときには、自分と異なる意見や文化、習慣に戸惑うこともあ

るかもしれません。しかし、異なる価値観を理解し、受け入れることは、自分を成長さ

せる大きなチャンスです。

多様性を受け入れることは、単に「相手を認める」ことではありません。それは「自

分自身を知り、自分の価値観を伝えること」でもあります。自分とは異なる世界観に触

れることで、自分の考えが深まり、新たな視点を得ることができるのです。

令和６年度を終えるにあたって
当麻町立当麻中学校長

袰 田 佳奈恵
ほろ た か な え

１ 火 職員会議①

２ 水 職員会議②

３ 木

４ 金

５ 土

６ 日

７ 月 着任式 始業式 入学式

８ 火 生徒会オリエンテーション

９ 水

10 木 教材販売日

幼小中連携協議会

全体研修会・合同研修会

11 金 全学年学力テスト

尿検査（一次）

12 土

13 日 参観日 ＰＴＡ総会

弁当持参日

朝会 認証式

14 月 振替休業日

15 火 上教研ブロック班研修

16 水 定例委員会

全国学力学習状況調査

（理科・生徒質問）

17 木 全国学力学習状況調査

（国語・数学） ＡＬＴ

職員会議③

18 金 二計測・視力検査

19 土

20 日

21 月 保護者面談①

22 火 保護者面談②

23 水 保護者面談③

24 木 保護者面談④ ＡＬＴ

25 金 生徒総会 保護者面談⑤

26 土

27 日

28 月 研修日

29 火 昭和の日

30 水

４月の行事予定

◇令和６年度との変更点

１ 入学式の準備にかかわる、新2、3年生の

前日登校がなくなりました。

２ ４月に実施していたNRT検査の代わりに、

全学年で学力テストを実施（4/11）します。

３ これまでの家庭訪問の代わりに、希望す

るご家庭には「保護者面談」を学校で実施し

ます。



３月１２日（水）、第７８回当麻中学校卒業証書授与式が
当麻町長村椿様をはじめ、多くのご来賓をお迎えする中、挙行
いたしました。卒業生は、３年間過ごした学び舎で多くの経験
や学びを通して心身ともに大きく成長しました。そして、一人
一人が立派な姿で校長から卒業証書を受け取り、新たなステ
ージへ旅立ちました。多くの保護者や在校生、教員が見守り祝
福する中、盛大かつ感動あふれる卒業式となりました。卒業
生のみなさんのこれからの活躍に大いに期待します。卒業お
めでとうございます！

第７８回卒業証書授与式 希望を胸に新たなステージへ旅立つ

PTA「卒業を祝う会」

３月７日(金)、３年生による人権教室が行わ
れました。この日は、人権擁護委員の安藤よし
ひこ氏を講師に、インターネット上のトラブル
を題材とした映像をもとに、潜む危険性と正し
い利用の仕方について学びました。生徒は、事
例に対し、トラブルにつながった原因や自分な
りの対処方法を考え、仲間と交流しながらより
よい利用の仕方について考えを深めました。自
分なりの気づきを実生活に活かしてほしいです。

人権人権教室教室 ネットトラブルへの対処を学ぶ

３月７日(金)、景山浩子氏（いのちのお話講師）をお招きし「いのちの授業」
を行いました（教育委員会主催）。
講義では、実際の出産の場面をもとに、命の始まりから生命の尊さを考える

内容でした。生徒は終始、講話を集中して聴き入っていました。そして、命の
誕生とそれを迎える家族の喜びを考えることで、望ましい自尊意識をもつきっ
かけになりました。
講話を聞いた３年生からは、「私たちは愛されて育ってきたということが分

かった」「育ててくれた親や先生や仲良くしてくれた友達など日ごろからいろ
いろな人に感謝して生活しようと思った」などといった感想がありました。卒
業前に、とても有意義な時間を過ごすことができました。

命のはじまりを知り、命の大切さを実感 3年生「いのちの授業」

３月５日（水）、当麻町図書館の事業
「夢手紙」の取組が行われました。これ
は、「１０年後の自分」に向けて手紙を書く
取組で、３年生は、入試や卒業を控えた現
在の心境や将来の自分に向けたメッセー
ジを書き綴っていました。１０年が経ち、生
徒のもとに届くこの手紙に、「あの頃の自
分は…」と今の中学生という時期を懐か
しむことと思います。

１０年後の自分へ夢手紙の取組夢手紙の取組

３月１０日(月)、同窓会入会式が本校の同窓会長 大塚

一仁様をお招きし行われました。

大塚会長から、当中の卒業生として胸を張ってほしいと

卒業に当たり力強いエールをいただきました。会の最後に

は、同窓会の入会にあたり、山田健心さんが当中の卒業生

としての自覚と責任を胸に立派な人として成長していく決

意の言葉を述べました。なお、評議員は、１組が阿部真昊さ

ん、大野咲穂さん、２組は池沢菜々海さん、山田健心さんに

決まりました。同窓生としてよろしくお願いします。

当中卒業生の誇りを胸に 同窓会入会式同窓会入会式

３月６日（木）、３年生を送る会が行われました。会
は、生徒会本部役員が中心となって企画、運営を行いま
した。企画では、全校生徒が楽しめる内容を工夫し、レ
クリエーションやクイズで盛り上がっていました。後半
には卒業生に感謝の気持ちを伝えるスライド上映を行
い、これまでの活動をお互いに振り返りながら思い出に
浸っていました。送る会は、卒業式とはまた違った雰囲
気で３年生の卒業を祝いました。

3年生を送る会3年生を送る会～生徒たちの自主的な企画、運営が光っていました


